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〒910-0016  福井県福井市大宮2-19-15
TEL.0776-22-4675　FAX.0776-22-4694
https://www.pref.fukui.lg.jp/muse/Cul-Hist/

特別展

10月22日㈯～11月27日㈰令和
４年

福井県立歴史博物館
2階 特別展示室

～文化と娯楽の花咲くところ～

▲ポスター「髙島屋は今回の大災害で
　類焼しましたけれども」
　（東京都江戸東京博物館蔵） ▲ポスター「三越呉服店」

　（東京都江戸東京博物館蔵）
古写真は全て個人蔵

開館時間／9時から17時まで（入館は16時30分まで）  ※10月22日（土）は10時から　 会期中休館日／11月9日（水） 
観 覧 料／一般 400円（320）、大高生 300円（240）、中小生 200円（160）、70歳以上の方 200円（160）

後援：福井新聞社・NHK福井放送局・FBC・福井テレビ・FM福井・福井ケーブルテレビ・さかいケーブルテレビ
　　　丹南ケーブルテレビ・嶺南ケーブルネットワーク・えちぜん鉄道株式会社・福井鉄道株式会社・京福バス株式会社

※（　　）は団体料金　※70歳以上の方は、年齢を証明するもの（免許証・保険証等）をご提示ください。
※身体障害者手帳、精神障害者福祉手帳、療育手帳をお持ちの方は、手帳を提示いただきますと、本人およびその介護者1名の特別展観覧料が半額となります。



▲三井呉服店陳列場の図、三井呉服店店先の図（東京都江戸東京博物館蔵） ▲東京勧業場開業式之図（東京都江戸東京博物館蔵）

▲東郷青児監修・マネキン「白き妖精」
　（大井洋装店蔵）　
　ⓒSompo Museum of Art,22014

　明治時代、大都市で三越や髙島屋といった百貨店が誕生しました。その後、百貨店は、
全国各地につくられていきます。福井県内においても昭和３年（1928）にだるま屋百貨店が
開店し、それに続いて、武生に大井百貨店、福井市に吉野屋百貨店や福屋といった百貨店が
誕生しました。
　百貨店は、ただ買い物をする場所というだけではなく、都市の文化や娯楽を発信する場所
でした。百貨店からは数々のPR誌が発行されて流行がつくり出され、催事場では様々な催し
物が行われました。県内でも、昭和６年にだるま屋百貨店に設けられた「だるま屋少女歌劇」
の人気ぶりがよく知られています。
　この展示では日本と福井の百貨店の歴史をふりかえり、百貨店と人びとのつながりの歴史
を紹介します。

百貨店以前
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《ご利用案内》
◉開館時間／ 9時から17時まで（入館は16時30分まで）　※10月22日（土）は10時から　 会期中休館日／11月9日（水） 
◉観覧料／一般400円（320）、大高生300円（240）、中小生200円（160）、70歳以上の方200円（160）
※（　）は団体料金。　※70歳以上の方は、年齢を証明するもの（免許証・保険証等）をご提示ください。
※身体障害者手帳、精神障害者福祉手帳、療育手帳をお持ちの方は、手帳を提示いただきますと、本人およびその介護者1名の特別展観覧料が半額となります。

〒910-0016  福井県福井市大宮2-19-15
TEL.0776-22-4675　FAX.0776-22-4694
https://www.pref.fukui.lg.jp/muse/Cul-Hist/

県内博物館
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JR福井駅より
　◎タクシー  約10分
　●京福バス：「大和田大学病院線」 県立歴史博物館前下車
　●京福バス：「すまいるバス（北ルート）」宮前町下車
　◎えちぜん鉄道：「三国芦原線」西別院駅下車
　◎福井鉄道：田原町駅下車
車：北陸自動車道  福井北インターから西へ約15分（駐車場あり）
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ふくい歴博講座（ライフアカデミー連携）
「福井と百貨店の近代史」
令和4年11月19日㈯ 14：00～15：30
講師：橋本紘希（当館学芸員）

定員80名
先着順

要事前申込
※10月19日から電話での事前申込を受け付けます。
　［TEL.0776‐22‐4675］

トークイベント（対談）
「昭和モダンの光と影
　～だるま屋少女歌劇と『遠の眠りの』の世界～」
令和4年11月5日㈯ 14：00～15：30
講　師：谷崎由依先生（福井市出身。作家、近畿大学文芸学部准教授）
聞き手：橋本紘希（当館学芸員）

定員80名
先着順

要事前申込

※10月5日から電話での事前申込を受け付けます。［TEL.0776‐22‐4675］

「だるま屋百貨店」と「少女歌劇」に着想を得た長編小説、『遠の眠りの』の著者、
谷崎由依先生をお迎えして、執筆時の秘話や作品にこめた思いなどをお話しいただき、
作品の舞台となった戦前・戦中期の社会についても迫ります。

※新型コロナウイルスの流行状況によっては、展示内容や開催時期が変更に
なることがあります。
※ご来館の際には、アルコールによる手指消毒など、新型コロナウイルスの
感染防止にご協力下さい。

ここでは、百貨店が登場する以前の江戸時代から明治初年にかけて
の商家に関する資料や百貨店の源流とされる商品陳列場についての
資料を展示します。

明治30年代から昭和期までの日本国内における百貨店のあゆみを、
東京と関西を代表する百貨店である三越と髙島屋の資料を用いて
紹介します。

昭和3年のだるま屋百貨店開店以降、福井県内には次 と々百貨店が
誕生しました。だるま屋百貨店を中心に、当時の資料や写真を展示
し、昭和期の福井県内の百貨店を振り返ります。合わせて、だるま屋
百貨店に設けられた「だるま屋少女歌劇」についても紹介します。
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